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免責事項

• ベリタステクノロジーズ合同会社は、この文書の著作権を留保し
ます。また、記載された内容の無謬性を保証しません。

• VERITAS の製品は将来に渡って仕様を変更する可能性を常に含
み、これらは予告なく行われることもあります。

• なお、当ドキュメントの内容は参考資料として、読者の責任にお
いて管理/配布されるようお願いいたします。二次利用される場合、
弊社はその成果物に対して責任を負いません。
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ハンズオンの内容

1 ハンズオン環境の説明

2 Backup Execのインストール

3 ディスクストレージの作成

4 Windows エージェントの導入

5 仮想環境のバックアップ準備 – VMware環境

6 仮想マシンのバックアップ・リカバリ – VMware環境

7 インスタントリカバリ

8 重複排除の利用
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ハンズオン環境の説明
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ログイン情報
Windows : Administrator / Password# 
ESXi : root / Password#

仮想マシン
ホスト名: client02vm
OS : Windows Server 2016
IP : 192.168.0.120

仮想マシン
ホスト名: client03vm
OS : Windows Server 2016
IP : 192.168.0.130

仮想ホスト(ESX)
ホスト名: esx01
OS : VMware ESXi 6.0
IP : 192.168.0.210

Backup Execサーバー
ホスト名: besvr01
OS : Windows Server 2016
IP : 192.168.0.10

クライアントマシン
ホスト名: client01
OS : Windows Server 2016
IP : 192.168.0.110

ハンズオン環境
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画面上をマウスでクリック
してください。
注）仮想マシンでは
Ctrl+Alt+Delの代わりが
Ctrl+Alt+Insです。

ログイン画面になり
ます。

VM Workstationの操作説明
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・仮想マシンの画面をクリック
してから入力

ホスト側に入力を戻すときは、ホスト
の画面をクリック。
マウスカーソルが戻らない時は、
「Ctrl＋Alt」を押す。

VM Workstationの操作説明
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• 別の仮想マシンを表示する 表示させたい仮想マシンのタ
ブをクリックする。
×のところはクリックしないよ
うに

VM Workstationの操作説明

タブ
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VM Workstationの操作説明

仮想マシンの画面の
範囲とノートPCの
画面範囲を間違えな
いように

仮想マシンの画面
ノートPCの画面
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Backup Execのインストール
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Backup Execのインストール
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まず最初にBackup Execサーバーを導入します。

besvr01Backup 
Exec

インストール



インストール前の作業
Backup Execのインス
トール先のサーバにログ
インします。

ハンズオン環境の場合、
Backup Execサーバー用
のマシンのコンソールに
ログインします。

アカウント:Administrator

パスワード:Password#

※)ハンズオンでは、
「besvr01」にログイン
します。
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DVDブラウザの起動
エクスプローラーを開き、
Backup Execのインス
トールメディア、もしく
はインストールファイル
のフォルダを表示します。
※)ここでは、DVDドライブ「D:ドラ
イブ」を開いています。

ハンズオン環境の場合は、
この
「D:¥Browser.exe」を
ダブルクリックして、起
動します。
実際にDVDメディアを挿
入すると左下図のように
言語選択のウィンドウが
自動表示されます。「日
本語」の表示を確認し、
「OK」をクリックします。
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インストールの開始 その１
次にインストーラー
「Veritas Backup Exec
DVDブラウザ」が起動し
てきます。

その中の「製品をインス
トールする」をクリック
します。
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インストールの開始 その２
インストールする製品を
選択する画面が表示され
ます。

「Backup Exec」を展開
表示させ、その中の「イ
ンストール」をクリック
します。
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インストーラーの起動
インストーラーが起動し
ます。

そのまましばらくお待ち
ください。
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使用許諾契約
使用許諾画面が表示され
ます。

「使用許諾契約書に同意
します」を選択し、「次
へ」をクリックします。
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インストール種類の選択
インストールの種類を選
択する画面が表示されま
す。

今回は「カスタムインス
トール」を選択し、「次
へ」をクリックします。
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<参考>インストール種類別の設定項目の差異

【カスタムインストール】【標準インストール】
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インストール先の選択
「ローカルインストー
ル」の下の「Backup 
Execソフトウェアと機能
のインストール」が選択
されていることを確認し、
「次へ」をクリックしま
す。
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環境チェック
環境のチェックが実施されま
す。
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環境チェックの結果確認
環境チェックの結果が表
示されたら、確認後、
「次へ」をクリックしま
す。
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シリアル番号確認に関する注意点
ライセンスのアクティ
ベーション方法について
のインフォメーション画
面が表示されます。

内容を確認後、「OK」を
クリックします。
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ライセンスの登録
ライセンスの登録画面が
表示されます。

ハンズオンではライセン
スを登録せずに、評価版
として利用します。

実際の納品用作業の場合
は、お手元のシリアル番
号、またはライセンス
ファイルを登録します。

「次へ」をクリックしま
す。

【注意】シリアル番号の入力を行う場
合には、インターネット接続環境が必
要です。 ライセンスファイルでの登録
を行う場合には、事前に弊社ポータル
サイト「Veritasサポート」で SLF 
ファイルを入手頂き、「SLFのイン
ポート」をクリックして登録を行いま
す。

サイトのURL
https://www.veritas.com/conten
t/support/ja_JP

ライセンスは、後から追加可能です。
◎ 評価版で導入 ＝＞ 後日ライセンスを追加し正規環境へ
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評価版に関する注意事項
評価版でインストールす
る場合には、注意点が表
示されます。

確認後、「OK」をクリッ
クします。
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エージェント、オプションの選択
次に、インストールする
エージェントやオプション
を選択する画面が表示され
ます。

ハンズオンでは、このまま
の設定で次へ進みます。

納品用作業の場合は、購入
したオプション/エージェ
ントを選択してください。

オプション/エージェントは、インストール後でも追加可能です
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インストールする言語の選択
インストールする言語を
選択する画面が表示され
ます。

「日本語」、「English」

が選択されていることを
確認します。

「次へ」をクリックしま
す。
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インストールパスの設定
次にインストール先の確
認画面が表示されます。

ハンズオンでは変更しま
せん。

納品用作業時、必要な場
合はここでインストール
先のドライブ/パスを変更
します。

「次へ」をクリックしま
す。
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サービスアカウントの登録
Backup Execのサービス
用のアカウントを登録す
る画面が表示されます。

Administrator権限のア
カウント情報を入力して
「次へ」をクリックしま
す。

今回のハンズオンでは、

ユーザー名 : Administrator
パスワード : Password#
※ ワークグループ環境の場合「ドメイ
ン欄」はサーバ名を入力します。

を入力します。

納品作業時は、環境に応
じたアカウント情報を登
録します。

※ ローカル管理者権限、もしくはドメイン管理者権限を有する
アカウントを利用してください。
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サービスアカウントの登録確認
アカウントが設定された
旨の画面が表示されます。

登録したアカウントに、
必要な特権が付与されま
す。

「OK」をクリックします。
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SQL Server の設定
Backup Execが利用する
DBを選択する画面が表示
されます。

ハンズオンでは、
「ローカルにSQL 
Expressインスタンスを
作成してBackup Exec
データベースを格納す
る」
が選択されていることを
確認します。
納品用作業時も、特に必
要なければ、ディフォル
ト設定のまま進めます。

「次へ」をクリックしま
す。同じサーバーに他のSQL Serverが導入済/導入予定の場合は、マイクロソフト社の

推奨条件を確認して対応してください。
例) 同じバージョンのSQLServer、同じSPレベル、同じ言語版、etc

Backup Exec 20では、
デフォルトで

SQL Server 2014 Express
Edition x32 SP2英語版が導入さ

れます。
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<参考>既存インスタンスの選択例
＜参考＞

既存インスタンス、もし
くは別途準備した専用イ
ンスタンスを選択する場
合は、左図のように選択
します。

注) ハンズオンでは変更し
ません!
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インストールの概略の確認
概要が表示されるので、
内容を確認します。

「インストール」をク
リックして、インストー
ルを開始します。
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インストール作業中
インストールの進行状況が
表示されます。

そのまま完了までしばらくお
待ちください。

表示されるインストール時間
は概算のため、環境により
実際の時間とは異なります。

ベリタステクノロジーズ合同会社34



インストール後の確認
インストールが完了する
と、Readme の表示やシ
ステムの再起動を確認す
る画面が表示されます。

適宜設定後、「完了」を
クリックします。

ハンズオンでは、左図の
ように、設定します。
・Readmeを表示
・システムの再起動

【注意】
• データベースアクセス用の暗号化キーのエクス

ポートを促す警告が表示されます。内容に従い、
再起動後にエクスポートを実施してください。

• 実環境への導入の際は、Veritas Updateの実
施、もしくは手動での最新 FP の適用を、強く
推奨します。
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アンケート
最後にアンケートの入力
を求められます。

ハンズオンでは、上部に
ある
「アンケートをスキップ
し、インストールを終了
します」
のチェックボックスに
チェックを入れてスキッ
プします。
「完了」をクリックして
終了します。

納品用作業の場合は、是
非アンケートにご協力く
ださい。
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Readme
Backup Exec の
Readme には Backup 
Execの新機能をはじめと
して、各エージェント、
オプションの注意事項が
記載されています。

是非一読ください。

Readmeはインストール
パスに格納されています。

インストールメディア内
にも格納されています。

DVD-ROM上のパス: 
¥BE¥WinNT¥Install¥BEx64¥read
me_jp.html
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付録 新着情報の表示
Backup Exec の GUI の
起動時に、「新着情報」
が表示されます。

確認し、必要に応じ「今
後は表示しません。」に
チェックをつけて閉じて
ください。
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必須!Backup Execデータベースの暗号化キー
のエクスポート

インストール直後の
Backup Exec の GUI の
「ホーム」タブには、
データベース暗号化キー
に関する警告が表示され
ています。

データベース暗号化キー
をエクスポートするため
には、左図にあるリンク
をクリックしてください。

Backup Exec は各種情報の記録にデータベースを利用しています。
そのセキュリティ対策として、データベースを暗号化しています。
Backup Exec サーバーの障害発生時など、データベースをリカバ
リしたあとには、この暗号化キーが必要になります。
もしこの暗号化キーが無い場合は、以下の影響が生じます。

・過去に登録していたジョブの設定やジョブの履歴などが利用で
きなくなります。(データベースを初期化し、再設定が必要)
・バックアップデータそのものには影響しません。

(必要に応じ、インベントリ/カタログ操作後に、リストア可能)
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必須!Backup Execデータベースの暗号化キー
のエクスポート

Backup Exec の「設
定」が表示されます。画
面下部が「Backup Exec
データベース暗号化キー
の管理」の操作箇所です。
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必須!Backup Execデータベースの暗号化キー
のエクスポート

「パス」の欄に暗号化
キーのエクスポート先の
パスを入力します。

入力したら、「エクス
ポート」ボタンをクリッ
クします。

ハンズオンでは、「E:¥」
と、入力してください。

ベリタステクノロジーズ合同会社41



必須!Backup Execデータベースの暗号化キー
のエクスポート

暗号化キーのエクスポー
トが成功した旨のメッ
セージが表示されるので、
「OK」ボタンをクリック
して閉じます。

エクスプローラーで確認
すると、拡張子 dek の暗
号化キーファイルが生成
されていることが確認で
きます。
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必須!Backup Execデータベースの暗号化キー
のエクスポート

Backup Exec の GUI の
「ホーム」タブも、エク
スポートされたことで表
示が変わります。
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Backup Execサーバーの万が一の障害に備えて、以下のBackup Execサーバーの典型的
な災害復旧手順をご紹介します。尚、動作環境によっては下記の手順では復旧が行えない場
合もありますので、必ずテクニカルサポートの支援を受けながら復旧作業を行ってください。

<事前準備>

1. 正常稼働しているBackup Execサーバのシステム全体のバックアップ（Simplified 
Disaster Recovery - SDR）を取得する。

• SDRを取得するための条件、手順に関してはBE管理者ガイド21章「Simplified Disaster Recovery」をご覧くださ
い

注）バックアップデータが保存されているディスクストレージ（B2Dボリューム、重複排
除ディスク等）をバックアップ対象から外しておく（以下例）

参考情報: Backup Execサーバのバックアップとリス
トア (確認のみ）



2. SDRバックアップ取得後、「c:¥Program Files¥Veritas¥Backup Exec¥sdr¥data」
フォルダに作成される災害復旧ファイル（.DRファイル）を別のフォルダにコピー

3. Backup Execデータベースの暗号化キーをバックアップ（先ほど紹介した手順）
– 暗号化キーファイル（.DEK)を別の場所にコピー （セキュリティー上、SDRバックアップに含まれていないため）

– 暗号化キーに設定したパスワードは忘れずに!

4. 既存のBackup Execデータベースのバックアップファイル「BEDB.bak」をバックアッ
プしておく

「c:¥Program Files¥Veritas¥Backup Exec¥Data」の下の「BEDB.bak」を別フォルダーにコピー、リネーム

5. Backup Execユーティリティーを起動（C:¥Program Files¥Veritas¥Backup 
Exec¥BEUtility.exe）

6. 対象のBackup Execサーバを選び、「データベースダンプの取得」を選び、新たなバッ
クアップファイルを取得しておく

新たな「C:¥Program Files¥Veritas¥Backup Exec¥Data¥BEDB.bak」が作られるので、このファイルを別の場所に
コピー

参考情報: Backup Execサーバのバックアップとリス
トア（確認のみ）



＜復旧＞

1. システム全体のリストアを行う

• SDRバックアップからの復旧手順はBE管理者ガイドの「Simplified Disaster Recovery」
（21章）をご確認ください

2. バックアップした暗号化ファイル（DEKファイル）をc:¥Program
Files¥Veritas¥Backup Exec¥Dataにコピー

3. バックアップしたBackup Execデータベースのバックアップファイル（BEDB.bak)
をc:¥Program Files¥Veritas¥Backup Exec¥Dataにコピー

4. BE Utilityを起動（c:¥Program Files¥Veritas¥Backup Exec¥BEUtility.exe)

5.「データベースのリカバリ」を実行

6. バックアップセットが含まれたストレージを再接続し、管理コンソール上にある
「インベントリ、カタログの再作成」を実行

参考情報: Backup Execサーバのバックアップとリス
トア（確認のみ）



＜関連KB＞

 設定、ジョブ定義、現在のカタログ情報を保存したまま、同じサーバーに Backup 
Exec を再インストールする方法

https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.100036466.html

 BEDBバックアップファイルから Backup Exec データベースをリカバリする方法

https://www.veritas.com/support/ja_JP/article.100036483.html

 OSが異なる別のサーバにBackup Execサーバーを移行する（英語）

https://www.veritas.com/support/en_US/article.100001807.html

 サーバ名が同一または異なる新規のBackup Execサーバーに既存のBackup Exec
サーバーのBEDBをコピーするには（英語）

https://www.veritas.com/support/en_US/article.100017867.html

※事前検証およびテクニカルサポートの支援を受けて実施してください。手順
を誤るとBackup Execサーバーの起動が失敗する可能性があります。

参考情報: Backup Execサーバのバックアップとリス
トア（確認のみ）
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ディスクストレージの作成
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ディスクストレージの作成
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ここではバックアップデータの保存先として内蔵ディスク（Eドライブ）を
ディスクストレージとしてBackup Execサーバーに登録します

Backup Execサーバ
（besvr01)

バックアップデータ保存先

• 内蔵ディスク（Eドライブ）

登録



設定ウィザードの起動
Backup Exec の GUI を
起動し「ストレージ」の
タブに移動します。

「ストレージを設定」を
クリックします。
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ストレージの種類の選択
「ストレージを設定」
ウィザードが表示されま
す。

「ディスクベースのスト
レージ」を選択します。

「次へ」をクリックしま
す。
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ディスクベースのストレージの種類の選択
設定するディスクベース
のストレージの種類を指
定する画面が表示されま
す。

「ディスクストレージ」
を選択します。

「次へ」をクリックしま
す。
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ディスクストレージの名称設定
ディスクストレージデバ
イスに使用する名前と説
明を指定する画面が表示
されます。
ハンズオンではデフォル
ト値のまま「次へ」をク
リックします。

実際の導入時は、利用目
的がわかる名称にする、
などの工夫をすると、運
用上管理しやすくなりま
す。
ストレージを複数作成す
る際は、先頭に英数字を
設定し、ASCII順に意図
した順番に表示できるよ
うにするとわかりやすい
です。

ストレージ名の参考例)
STG01-fileserver ファイルサーバ用ストレージ 1番目に表示
STG02-SQLServer SQLServer用ストレージ 2番目に表示
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作成場所の設定 ディスクストレージデバ
イスの作成場所を指定す
る画面が表示されます。

バックアップ先のボ
リュームを選択します。

「次へ」をクリックしま
す。

今回のハンズオンでは、
「E:ドライブ」を選択し
ます。

※)「ネットワーク共有」で設定
する場合、インストール時に設定
したBackup Execのサービスア
カウントが、その共有に対してア
クセス権を持っている必要があり
ます。

・ローカルディスクをバックアップ先に設定する場合
ドライブ単位での指定(1ドライブ上に、1つのディスクストレージを作成可能)

・バックアップ先にNASを設定する場合
共有フォルダをUNCパスで指定(１つの共有上に複数のディスクストレー

ジを作成する場合は、サブフォルダを作成し、そこを指定して作成する)
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同時並行処理数の設定
ディスクストレージデバ
イスに対する同時並行処
理数を指定する画面が表
示されます。

同時に実行可能なジョブ
数を設定します。

「次へ」をクリックして
進めます。

今回のハンズオンでは、
ディフォルト値のままで、
進めます。

同時並行処理数は、以下の点に注意して決定します。
大きすぎる値の設定は、パフォーマンスの低下につながります。
・ストレージデバイス側のディスクI/O能力
・バックアップ対象サーバ側のデータ送信能力

(ディスクI/O、CPU負荷、ネットワーク)
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設定概要の確認
ストレージ設定の概略が
表示されます。

内容を確認の上、「完
了」をクリックします。

次にインフォメーション
のメッセージが表示され
ます。

これも「OK」をクリック
して閉じます。
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作成されたデバイスの確認
ストレージタブに「ディ
スクストレージ0001」が
作成されていることを確
認します。

表示されているストレー
ジの名前をダブルクリッ
クします。
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ストレージのプロパティ その１
作成されたディスクスト
レージの詳細情報は、詳
細画面内の「プロパ
ティ」で確認できます。

※)ディスクストレージ上に作成
される、バックアップデータを格
納するファイル(拡張子BKF)の最
大サイズのディフォルト値は、
50GBになっています。バック
アップ対象データ量が多い場合は、
この際サイズを超えたときに自動
的に複数のBKFファイルが作成さ
れます。
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ストレージのプロパティ その２
引き続きプロパティ情報
です。

「ブロックサイズとバッ
ファサイズを自動検出」
は、パフォーマンスに大
きな影響を与える個所で
す。設定変更時にはご注
意ください。

自動検出が「無効」の場
合、各サイズの値を調整
できます。
注) 昨今のHW性能だと、小さす
ぎる値はパフォーマンスの低下に
つながります。

確認後、「すべてのスト
レージ」をクリックし、
元のタブに戻ります。

設定内容を変更した場合
は、「適用」をクリック
します。
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デバイス作成ジョブの確認
ジョブモニターで、デバ
イスの作成ジョブが成功
していることを確認しま
す。

ジョブ履歴に表示されて
いる行をダブルクリック
すると、ジョブログを確
認できます。
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ディスクストレージの実体 その１
ディスクストレージを作
成したディスクを、エク
スプローラーで表示しま
す。

ハンズオンでは、E:ドラ
イブを確認します。

バックアップデータの実
体を格納するフォルダ
「BEData」が見えます。
BKFファイルはこの中に
作成されます。
「BEControl」フォルダ
は隠しフォルダです。こ
の2つのフォルダが、ディ
スクストレージの実体で
す。

※)弊社サポートからの指示が無
い限り、これらのフォルダ内の
ファイルは直接操作不可。公開さ
れている技術情報(Technoteな
ど)による操作は除く
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Windowsエージェントの導入
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Windowsエージェントの導入
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ここではWindowsエージェントをリモートサーバ(client01)にプッシュインス
トールします。

Backup Execサーバ
（besvr01)

Windowsエージェントの
プッシュインストール

Windowsサーバ
（client01)



GUIからのウィザードの起動
Backup Exec の GUI を
起動します。

「バックアップとリスト
ア」タブ内にある「追
加」をクリックします。
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追加するサーバーの種類の選択
ウィザード「サーバーの
追加」が起動します。

Backup Exec に追加す
るサーバーの種類を指定
する画面が表示されます。

「Microsoft Windows
のコンピュータとサー
バー」を選択します。

「次へ」をクリックしま
す。
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＜参考＞その他の選択対象サーバー
その他に、左図のような
サーバーが、追加用に選択
可能です。
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信頼関係の確立の確認
「信頼関係を確立します
か?」の確認画面が表示
されます。

画面上のチェックボック
スにチェックを入れます。

「次へ」をクリックしま
す。

※) Backup Exec は内部
的に証明書を発行して、
エージェントとの通信の
安全を確保しています。
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追加サーバの指定 その１
「追加するサーバーを指
定してください」の画面
が表示されます。
ホスト名 / IPアドレス
を入力します。
「追加」をクリックしま
す。

このハンズオンでは、
「client01」
を、追加します。
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追加サーバの指定 その２
画面中央の「サーバー
名」の欄に、入力した
サーバーが登録されたこ
とを確認します。

【参考】
Backup Execでは、バックアップ対象
に接続するためにログオンアカウント
を利用します。
追加するバックアップ対象コンピュー
ターのローカル管理者、もしくは所属
するドメインのドメイン管理者の権限
を持つアカウントを新規に登録、指定
することができます。

このハンズオンでは「シ
ステムログオンアカウン
ト」
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アップグレード/再起動の確認
アップグレードと再起動
に関する確認画面が表示
されます。

必要に応じ、各チェック
ボックスにチェックを入
れます。

このハンズオンでは、両
方のチェックボックスに
チェックを入れてくださ
い。

「次へ」をクリックしま
す。
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概略の確認
概略画面が表示されます。

内容を確認します。

「インストール」をク
リックします。
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インストール中
エージェントのインストール
状況が表示されます。

インストール完了までお待ち
ください。

注) Windows エージェントのプッシュインス
トールを行うためにはFirewallやWMI
（Windows Management Instrumentation）
などの設定変更が必要です。
詳細は、管理者ガイド 第二章「インストー
ル」の「リモートコンピュータへの Backup 
Exec のプッシュインストール」
をご参照ください。

ベリタステクノロジーズ合同会社72



インストールの完了
インストールが完了する
と左図が表示されます。

「完了」をクリックしま
す。

【注意】先ほどの説明のある、再起動
のチェックボックスにチェックを入れ
ていない場合は「再起動が必要です」
と表示されます。

その場合は、手動で追加したコン
ピューターの再起動を行ってください。
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「バックアップとリストア」タブでの表示
「バックアップとリスト
ア」タブに、追加したコ
ンピューターが表示され
ます。

インストールしたエー
ジェントの再起動が完了
するまで、「状態」は
「接続が確立されていま
せん」となります。

※)この時の追加サーバのアイコンは、
「物理サーバー」です。
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完了
インストールしたエー
ジェントの再起動が完了
すると、「状態」は
「バックアップされてい
ません」となります。

これで、エージェントの
インストールは完了です。

画面下部で、存在する
バックアップ対象のリ
ソースを確認できます。

また、サーバ名をダブル
クリックしてプロパティ
を表示することも可能で
す。

※)今回のハンズオンでは、この時の追
加サーバのアイコンは、「仮想サー
バー」です。このハンズオン環境は仮
想環境上に構築しているためです。
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仮想環境のバックアップの準備(VMware編）
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仮想環境バックアップの準備
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ここでは仮想環境でのバックアップを行うため、仮想ホスト（ESX）上に用意
した２つの仮想マシン（VM)にWindowsエージェントをインストールします

Backup Execサーバ
（besvr01)

仮想ホスト
(ESX01)

仮想マシン
(client03vm)

仮想マシン
(client02vm)

Windows
エージェント
インストール



仮想ゲストマシンの起動 その１
準備作業の前に、バック
アップ対象の仮想ゲスト
マシンを起動しておきま
す。

このハンズオンでは、
Backup Exec サーバー
「besvr01」のデスク
トップ上にあるショート
カットで、

VMware vSphere
Client

を起動します。
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仮想ゲストマシンの起動 その２
VMware vSphere
Client を利用して、ESX
ホストにログインします。

このハンズオンでは、以
下のように入力し、「ロ
グイン」をクリックしま
す。

IPアドレス:192.168.0.210
ユーザー名:root
パスワード:Password#
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仮想ゲストマシンの起動 その３
ツリーを展開してESX配
下の仮想ゲストマシンを
表示させます。

表示された仮想ゲストマ
シンをパワーオンして起
動します。

今回のハンズオンでは、
以下の仮想ゲストマシン
を起動します。

・client02vm
・client03vm

仮想マシンが起動していないときは、
このように「仮想マシンのパワーオン」

となっているので、ここをクリックします。
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GUI からのウィザードの起動
Backup Exec の GUI を
起動します。

「バックアップとリスト
ア」タブを表示します。

サーバーリストのエリア
でマウスを右クリックす
ると、「サーバーの追
加」が表示されるので、
そちらをクリックします。
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追加するサーバーの種類の選択
ウィザード「サーバーの
追加」が起動します。

Backup Exec に追加す
るサーバーの種類を指定
する画面が表示されます。

「VMware vCenter ま
たは ESX ホスト」を選択
し「次へ」をクリックし
ます。

VMware のバックアップ用に専用のプロキシサーバを別途構築する必要はありません。
Backup Exec自身が、直接 vCenter や ESXi と通信してバックアップ可能なためです。 専用プロキシ不要
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ホスト名/IPアドレスの登録
ここでは、vCenter サー
バーもしくは ESX ホスト
を登録します。

このハンズオンでは、
ESXのIPアドレス、

192.168.0.210
を登録します。
また、「仮想ホストを追
加したら、・・・」の
チェックボックスにも
チェックを入れます。

注) 仮想マシン用のバックアップ方式
(VADP)のみの場合には、Windows
エージェントのインストールは不要で
す。

「次へ」をクリックしま
す。仮想ホストの登録時に、簡単に仮想マシンにWindows エージェントをインストールでき

るため、VADPのバックアップと、物理マシン同様のエージェント経由のバックアップを
簡単に併用できます。
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ログオンアカウントの追加 その１
仮想ホストに接続するた
めのログオンアカウント
を登録します。

仮想環境独自のアカウン
トを登録するために、
「追加/編集」をクリック
します。
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ログオンアカウントの追加 その２
「ログオンアカウントの
選択」画面が表示されま
す。

「追加」をクリックしま
す。
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ログオンアカウントの追加 その３
「ログオンクレデンシャ
ルの追加」の画面が表示
されます。

このハンズオンでは、以
下の内容で登録します。

ユーザー名:root
パスワード:Password#

その後、「OK」をクリッ
クします。

バックアップ対象用に、複数のログオンクレデンシャルを登録する場合、識別しやすい
「アカウント名」を設定すると管理しやすいです。
例) 「esx01用管理アカウント」、Veritas.com用ドメインアカウント」
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ログオンアカウントの追加 その４
「ログオンアカウントの
選択」画面に戻ります。

そこに今追加したアカウ
ントが表示され、選択さ
れていることを確認しま
す。

その後、「OK」をクリッ
クします。
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ログオンアカウントの追加 その５
元のログオンアカウント
の選択画面に戻ります。

先ほど登録したアカウン
トが選択されていること
を確認します。

その後、「次へ」をク
リックします。
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概略の表示
登録内容の概略画面にな
ります。

内容を確認して、「次
へ」をクリックします。
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GUI 上での確認
実際には、この時点で
Backup Execの GUI上
には、仮想ホストが登録
されています。

「サーバーの追加」ウィ
ザードの画面をずらすと、
Backup ExecのGUI上で
登録状態が確認できます。
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信頼関係の確立
引き続き、ウィザード上
では、

「信頼関係を確立します
か?」

の確認画面が表示されま
す。

画面上のチェックボック
スにチェックを入れて
「次へ」をクリックしま
す。

ここからの操作の多くは、
通常のWindows エー
ジェントのインストール
と同様です。
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インストール対象仮想マシンの指定
エージェントをインス
トールする仮想マシンを
選択します。

このハンズオンでは、表
示された2台の仮想マシン
の両方を選択します。

「次へ」をクリックしま
す。

※)実機作業時は、必要なVMのみを選
択して、エージェントをインストール
します。繰り返しますが、仮想マシン
用のバックアップ方式(VADP)のみの
場合には、Windows エージェントの
インストールは不要です。
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ログオンアカウントの指定
各仮想マシンに接続する
ためのログオンアカウン
トを選択します。個別に
設定可能です。

このハンズオンでは、デ
フォルトの「システムロ
グオンアカウント」を利
用します。

「次へ」をクリックしま
す。

ベリタステクノロジーズ合同会社93



アップグレードと再起動の指定
アップグレードと再起動
に関する確認画面が表示
されます。

必要に応じ、各チェック
ボックスにチェックを入
れます。

このハンズオンでは、両
方のチェックボックスに
チェックを入れてくださ
い。

「次へ」をクリックしま
す。
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概略の確認
概略画面が表示されます。

内容を確認後、「インス
トール」をクリックしま
す。
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エージェントのインストール中
エージェントのインストール
状況が表示されます。

インストール完了までお待ち
ください。

【メモ】Windows エージェントのプッシュイン
ストールを行うためにはFirewallなどの設
定変更が必要です。詳細は、管理者ガイド
第二章「インストール」の「リモートコン
ピュータへの Backup Exec のプッシュイン
ストール」をご参照ください。
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エージェントのインストール完了
インストールが完了する
と左図が表示されます。

「完了」をクリックしま
す。

【注意】先ほどの説明のある、再起動
のチェックボックスにチェックを入れ
ていない場合は「再起動が必要です」
と表示されます。その場合は、手動で
追加したコンピューターの再起動を
行ってください。
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「バックアップとリストア」タブでの表示
「バックアップとリスト
ア」タブに、追加したコ
ンピューターが表示され
ます。

インストールしたエー
ジェントの再起動が完了
するまで、「状態」は
「接続が確立されていま
せん」となります。

※)この時の追加サーバのアイコンは、
「物理サーバー」です。
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完了
インストールしたエー
ジェントの再起動が完了
すると、「状態」は
「バックアップされてい
ません」となります。

これで、エージェントの
インストールは完了です。

※)この時の追加サーバのアイコンは、
「仮想サーバー」になります。
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VMware SSL証明書の検証
Backup Exec 20.2より、
VMwareから発行される
SSLの証明書を検証する
機能が追加されました。
検証が完了していないと、
左のようなメッセージが
ESXまたはvCenterのホ
ストの隣に表示されます。

詳細はBackup Exec 20.2以降の管理
者ガイド 、付録C Backup Exec 
Agent for VMware  「vCenter
ServerまたはESX(i) Serverの信頼関
係の確立について」をご覧ください。

ESXホストのアイコンを
右クリックし、メニュー
から「信頼の確立」を選
びます。
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VMware SSL証明書の検証
サードパーティのCAに
よって署名された証明書
は自動的に検証されます
が、今回のハンズオンで
は、VMwareに付随して
いる自己署名証明書を使
用するため、証明書は認
識されません。

証明書をそのまま受け入
れますので、左に示す画
面が表示されたら、「は
い(Y)」 「OK」を順に
クリックします。

ESXホストの隣に表示さ
れていた「信頼関係が確
立されていません」とい
うメッセージが表示され
なくなります
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VMのバックアップ
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仮想マシン（VM)のバックアップ
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ここではVMware社が提供するバックアップAPI「VADP – VMware vSphere Storage APIs 

－ Data Protection」を使って、仮想マシンの丸ごとバックアップを行います。

Backup Execサーバ
（besvr01)

仮想ホスト
(ESX01)

仮想マシン
(client03vm)

仮想マシン
(client02vm)

VADP

丸ごと
バックアップ



バックアップ作成の開始
Backup ExecのGUIを起
動します。

「バックアップとリスト
ア」タブで、登録済の仮
想ホストを選択します。

「バックアップ」ボタン
をクリックします。
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バックアップデバイスの選択
バックアップ先デバイス
に、ディスクストレージ
を選択します。
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ジョブのプロパティ
バックアップジョブのプ
ロパティ画面が表示され
ます。

画面左側の「編集」をク
リックします。
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VMの選択 その１
ツリー構造を展開すると、
仮想環境内のVMが表示さ
れます。

Backup Execでは、Backup Execサーバー上のRemote Agent が
ESX や vCenter と直接通信してVADPのバックアップを実行します。
VM環境のバックアップ用に、専用のPROXYホストを個別に構築する必要
はありません。
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VMの選択 その２
最上位の仮想ホスト(ここ
ではESX)を選択すると、
全VMが選択されます。
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VMの選択 その３
「選択の詳細」をみると、
左図のように表示されま
す。
このように仮想ホスト全
体を選択すると、
「スケジュールされた
バックアップジョブの開
始時刻」
に、その時点で仮想ホス
ト上に存在するVMを全て
リストアップしてバック
アップしてくれます。
また、削除されたVMは除
外してくれます。
よって全自動で、VMの増
減に対応できます。
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VMの選択 その４
VMを1台だけを選択する
ことも可能です。
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VMの選択 その５
この時、「選択の詳細」
を見ると、個別に選択さ
れていることが文字表示
でもわかります。
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VMの選択 その６
また、任意の複数台のVM
を選択することもできま
す。
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VMの選択 その７
この時、「選択の詳細」
を見ると、個別に選択さ
れていることが文字表示
でもわかります。
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VMの選択 その８
全体を選択し、一部を除
外することもできます。
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VMの選択 その９
この時、「選択の詳細」
を見ると、個別に選択と
除外がされていることが
文字表示でもわかります。

実際の運用時は、これら
の前述の選択パターンを
組み合わせ、必要なバッ
クアップ対象が漏れない
ように設定します。

＜一つの選択で運用＞
・全てを選択

＜複数の選択で運用＞
・全てを選択＋一部除外
・1台or複数台のVMを

選択
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VMの選択 その10
個別に複数のVMを選択し
た場合、そのバックアッ
プの実行順も調整可能で
す。
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VMの選択 その11
今回のハンズオンでは、1
台のVMのみをバックアッ
プ対象にします。

・client02vm

「OK」をクリックします。

必ず、1台のみ
選択してください
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バックアップ定義の編集
次にバックアップの定義
を編集します。

画面右下の「編集」をク
リックします。
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「バックアップオプショ
ン」の「インスタント
GRT」を開きます。
バックアップしたVMDK
の内部情報をカタログす
ることで、ファイル/フォ
ルダを個別にリストアで
きるようになります。
今回はインスタントGRT
を利用します。リストア
ジョブの作成時に、必要
な部分のカタログ情報だ
けをリアルタイムに生成
します。

インスタントGRT

バックアップ カタ
ログ バックアップ カタ

ログ

バックアップ・ウィンドウ バックアップ・ウィンドウの短縮

カタログ操作延期の場合の動作
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仮想マシン その１
「バックアップオプショ
ン」の「仮想マシン」を
開きます。

VMのバックアップに関す
る設定項目があります。

ディフォルトでGRTは有
効になっており、VMDK
内のファイル/フォルダが
個別リストアできるバッ
クアップ設定になってい
ます。

ここでは、特に変更は行
いません。
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仮想マシン その２
設定項目をスクロールさ
せます。

VMwareのバックアップ
時の転送モードが設定で
きます。

ここでは、特に変更は行
いません。

「OK」をクリックします。

ベリタステクノロジーズ合同会社121



バックアップジョブの登録
最後に、「OK」をクリッ
クして、バックアップ
ジョブを登録します。
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バックアップジョブの登録状況
「バックアップとリスト
ア」の画面で、バック
アップジョブがスケ
ジュールされていること
がわかります。
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ジョブの手動起動
「ジョブモニター」で、
該当の「完全」ジョブを
選択し、右クリックから
「今すぐ実行」をクリッ
クします。

手動実行に対する情報が
表示されるので、「は
い」で進めます。
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ジョブの開始
ジョブが開始されます。

ベリタステクノロジーズ合同会社125



VM側のログ
この時、vSphere client
の「最近のタスク」を見
ると、バックアップに関
する処理が記録されてい
ることが確認できます。

Backup Exec は
VMware の提供する
VADP の仕組みを利用し
ているためです。
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ジョブの成功
ジョブが成功します。

バックアップジョブが成
功します。

「ジョブの履歴」で、該
当のバックアップジョブ
をダブルクリックし、
ジョブログを表示させま
す。
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ジョブログ その１
ジョブの状況が確認でき
ます。
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ジョブログ その２
ジョブの状況が確認でき
ます。

デバイスの欄に

IMG

で始まる記述があるので、
GRTが有効なバックアッ
プジョブであることが確
認できます。

注)GRTが有効でない場合は、こ
の記述はありません。

ベリタステクノロジーズ合同会社129



ジョブログ その３
画面を下にスクロールする
と、更にジョブの各種状況が
確認できます。
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ジョブログ その４
画面を下にスクロールす
ると、更にジョブの各種
状況が確認できます。

バックアップ対象のVM、
vmdkを確認できます。
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ジョブログ その５
画面を下にスクロールす
ると、更にジョブの各種
状況が確認できます。

検証処理の結果も確認で
きます。

確認が完了したら、「閉
じる」をクリックします。
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ディスクストレージ - IMGフォルダ
ディスクストレージ内に
は、左図のようにデータ
が保管されています。
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VMのバックアップから
ファイルのリストア
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仮想マシン（VM)のバックアップからファイル
のリストア
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ここではバックアップから仮想マシン内にファイルをリストアします。仮想マシン内に
ファイルをリストアするには、先ほど仮想マシンにインストールしたWindowsエージェ
ントを利用します。
※先ほどのVADP方式では仮想マシン内の特定ファイルやフォルダはリストアできません。

Backup Execサーバ
（besvr01)

仮想ホスト
(ESX01)

仮想マシン
(client03vm)

仮想マシン
(client02vm)

ファイルの
リストア



ファイルリストア対象の選択
ファイルのリストアを行
うVMを選択します。

今回は、

・client02vm

を選択します。
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ファイルリストアの開始
リストア対象の
「client02vm」を右ク
リックして、「リスト
ア」を開始します。

以降の手順は、物理マシ
ンのファイルリストアと
同じです。

Backup Execは物理も仮想も統合管理されているので、
同じ手順でファイルをリストアできます。
個別の手順を覚える必要は、ありません。
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リストアするデータの種類の選択
リストアウィザードが開始さ
れます。

「ファイル、フォルダ、ボ
リューム」を選択し、「次へ」
をクリックします。

注) SQL Server や Exchange など、
バックアップしていない項目は、この
ウィザードでは表示されません。リス
トア可能なデータのみ表示され、ウィ
ザードをシンプルな表示にしていま
す。
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リストアする項目の指定
「指定時刻へのファイル
およびフォルダのバック
アップ」を選択します。

「次へ」をクリックしま
す。

注) 完全バックアップの他に、増分
バックアップなどの関係するバック
アップデータがあれば、合わせてリス
トアします。
(合成処理はしません。)
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リストアするファイルとフォルダの選択
表示されたツリーを展開
し、上の(完全)の

「E:¥TestData-
client02vm」

を選択します。

今回はインスタントGRT
なので、ツリーの展開時
に必要部分のカタログ作
成が行われます。

「次へ」をクリックしま
す。
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リストア先の指定
今回のハンズオンでは、
リストア先を変更しませ
ん。

「元の場所」を選択しま
す。

「次へ」をクリックしま
す。
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リストアするデータの整合性他
今回のハンズオンでは、
この箇所の変更はありま
せん。

「次へ」をクリックしま
す。

※)Backup Execはディフォルトの設
定では、リストア時には新しいファイ
ルは上書きしません。間違って、必要
なデータをリストアで上書きしてしま
うことを防ぐためです。必要に応じ、
別フォルダにリストアして内容を確認
してから移動する、などの方法もご利
用ください。
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OSの機能のリストア方法
今回のハンズオンでは、
この箇所の変更はありま
せん。

「次へ」をクリックしま
す。
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リストア前後のコマンド実行他
今回のハンズオンでは、
この箇所の変更はありま
せん。

「次へ」をクリックしま
す。
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リストアジョブ名とスケジュール
今回のハンズオンでは、
この箇所の「保留にす
る」にチェックを入れま
す。

リストア前に、バック
アップしたデータを削除
するためです。

「次へ」をクリックしま
す。
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リストアの概略の確認
リストアジョブの概略を
確認します。

「完了」をクリックしま
す。
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ジョブの保留状態
リストアジョブが保留さ
れていることを確認しま
す。

ベリタステクノロジーズ合同会社147



リモートデスクトップの起動

「besvr01」のデスクトップの画
面下にあるリモートデスクトップの
アイコンを開き、

client02vm

に接続してログインします。
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リストア対象データの確認/削除
「client02vm」上でエク
スプローラーを起動し

「E:¥TestData-
client02vm」

を表示して削除します。

削除後に、リモートデス
クトップを最小化してお
きます。
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リストアジョブの保留解除
「besvr01」のBackup 
Exec の GUIに戻ります。

リストアジョブを右ク
リックし、「保留」をク
リックして解除します。

リストアジョブが開始さ
れます。

データ量が少ないのです
ぐに完了します。
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リストア終了の確認
リストアジョブの終了を
確認します。
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リストア確認
リモートデスクトップで、
データがリストアされて
いることを確認します。

内容を確認後、このリ
モートデスクトップの
セッションを閉じます。
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ジョブログ
ジョブ履歴からジョブログを
表示させて、内容を確認しま
す。

確認後、ジョブログの画面を
閉じます。
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VM全体のリストア
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仮想マシン（VM)全体のリストア
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ここではVMware社が提供するバックアップAPI「VADP – VMware vSphere Storage APIs 

－ Data Protection」を使って、バックアップから仮想マシンを丸ごとリストアします
（ベアメタルリストア – BMRとも呼びます）

Backup Execサーバ
（besvr01)

仮想ホスト
(ESX01)

仮想マシン
(client03vm)

仮想マシン
(client02vm)

VADP

丸ごとリストア



VM全体のリストアの開始 その1
Backup Execの GUIを
起動し、「バックアップ
とリストア」のタブを開
きます。

リストア対象のVMをバッ
クアップした「仮想ホス
ト」を選択して右クリッ
クします。

今回のハンズオン環境で
は、

192.168.0.210

を、選択します。
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VM全体のリストアの開始 その２
右クリックで表示された
リストから、「リスト
ア」を選択します。
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リストアウィザードの開始
リストアウィザードで、
リストアするデータの種
類を選択します。

「VMwareデータ」

を選択します。

「次へ」をクリックしま
す。

注)このウィザードでは、VM内のファ
イル/フォルダはリストアできません。
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リストアする仮想マシンの選択
表示されたツリーを展開
表示して、リストア対象
の仮想マシンを選択しま
す。

今回のハンズオンでは、

client02vm

を、選択します。
(この前の実習で取得したバックアップ
の「取得日付・時刻」のチェックボッ
クスをチェックします)

「次へ」をクリックしま
す。

注) 仮想マシン全体をリカ
バリする際は、必ず画面
左側でチェックします。
(右側でチェックすると、
vmdk単位のリストアに
なります)
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リストア先の指定
リストア先を指定します。

今回のハンズオンでは、
リストア先は変更しませ
ん。

「次へ」をクリックしま
す。
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追加オプションの指定
追加オプションを指定し
ます。

今回のハンズオンでは、

「リストア前に既存の仮
想マシンを削除する」

「リストア後に仮想マシ
ンの電源をオンにする」

にチェックを入れます。

何か障害が発生してリス
トアが必要な場合、既存
の仮想マシンには問題が
生じている可能性がある
ので、上書きでリストア
する前に削除してしまい
ます。

「次へ」をクリックしま
す。
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リストア前後に実行するタスク
今回、ここでは特に変更
はありません。

「次へ」をクリックしま
す。
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ジョブ名とスケジュール
今回、ここでは特に変更
はありません。

「次へ」をクリックしま
す。
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リストアの概要
表示されたリストアの概
要を確認します。

「完了」をクリックしま
す。
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リストアの実行開始
リストアが開始されます。

リストアジョブの行を選
択してから、画面上部の
「ジョブのアクティビ
ティ」をクリックします。
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リストアの処理内容
ジョブのアクティビティ
では、リストアの処理内
容が確認できます。

確認したら、「閉じる」
をクリックします。

ベリタステクノロジーズ合同会社166



リストアの動作の確認
バックアップ時と同様に、
vSphere Client では、
リストアに伴う動作を確
認することができます。
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リストアした仮想マシンのパワーオン その１
リストア終了後にパワー
オンされたことを確認し
ます。

起動までの待ち時間の間
にジョブログを確認しま
す。
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<参考>リストアした仮想マシンのパワーオン
その2

リストア後のパワーオン
を設定していなかった場
合は、手動でリストアし
た仮想マシンをパワーオ
ンします。
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リストア完了の確認
Backup ExecのGUIの
「ジョブモニター」の
「ジョブ履歴」から、対
象のジョブをダブルク
リックします。
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リストアのジョブログの確認 その1
リストアのジョブログを確認
します。
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リストアのジョブログの確認 その2
画面を下にスクロールして、
更にリストアのジョブログを
確認します。
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リストアのジョブログの確認 その3
画面を下にスクロールして、
更にリストアのジョブログを
確認します。

最後に「閉じる」をクリックし
ます。
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リストアされた仮想マシンへの接続 その1

リストアした仮想マシンが起動した
タイミングで、Backup Execサー
バーのデスクトップ下にあるリモー
トデスクトップのアイコンを開き、

client02vm

に接続します。
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リストアされた仮想マシンへの接続 その2
ログイン時に、シャット
ダウンされていない、旨
のメッセージが表示され
ます。

適宜入力して「OK」をク
リックしてください。

バックアップ時点では、
シャットダウンされてい
ないための表示です。問
題ありません。

これで、仮想マシンのリ
ストアは完了です。
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インスタントリカバリ
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インスタントリカバリ
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インスタントリカバリを使用すると、バックアップセットに取得した仮想マシンのバッ
クアップから仮想マシンを直接起動させることができます。データをすべてホストに転
送する必要がなく（完全リストア）、瞬時に仮想マシンを復旧させることができます。
起動にかかる時間はネットワークとストレージ性能に依存します。

Backup Execサーバ
（besvr01)

仮想ホスト
(ESX01)

インスタント
リカバリ用仮想マシン

(client02vm - IR)

バックアップ
セット

主な用途:
1.仮想マシン内の特
定ファイル/フォルダ
をすぐにリストアし
たい

2. ソフトウェアパッ
チをすぐに検証した
い（完全復旧まで待
てない）



インスタントリカバリ
vSphere Client で、仮想マシ
ン client02vm をシャットダウ
ンします。

確認のメッセージには
「はい」で応答します。

ベリタステクノロジーズ合同会社178



インスタントリカバリ
Backup Exec の GUIの「バッ
クアップとリストア」のタブで、
client02vm の行を選択し、
GUI右上の「インスタントリカ
バリ」から「VMのインスタント
リカバリ」を選択します。
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インスタントリカバリ
インスタントリカバリのウィ
ザードが開始します。

「ソース」タブでは、バック
アップデータを選択できます。

増分バックアップからも、イ
ンスタントリカバリを実行で
きます。

※) ハンズオンでは、前の実
習で取得した完全バックアッ
プを選択します。
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インスタントリカバリ
次に「インストール先」のタブ
を開きます。

識別しやすいように、インス
タントリカバリで起動する仮
想マシン名を変更してみま
す。

ここでは、「client02vm-IR」と
変更します。
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インスタントリカバリ
次に「ホスト」を指定します。

まず、「参照」をクリックしま
す。

※) ハンズオンでは、同じ
ESXi ホスト上でVMを起動し
ます。
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インスタントリカバリ
表示されたツリーからホスト
を選択します。

ここでは、
「esx01.localdomain」を選択
しています。

選択したら、「OK」をクリック
します。
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インスタントリカバリ
次にVMネットワークを選択
します。

ここでは、「VM Network」を
選択します。

「ネットワークの選択」の警
告メッセージが表示されたら、
「OK」で対応します。

※) テスト用など、既存VMと
は異なるネットワーク上で
VMを起動したい場合は、こ
の箇所を適宜変更します。
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インスタントリカバリ
次に、インスタントリカバリで
起動したVMの、稼動中の
ディスク書き込みを保存する
データストアを選択します。

ここでは、[datastore_IR]を選
択します。
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インスタントリカバリ
最後に、「リカバリ後に仮想
マシンを起動する」にチェッ
クを入れて、「OK」をクリック
します。
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インスタントリカバリ
インスタントリカバリに関す
る警告が表示されます。

「OK」で対応します。
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インスタントリカバリ
Backup Exec の GUI の
「ジョブモニター」タブに移動
します。

インスタントリカバリのジョブ
が開始されます。
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インスタントリカバリ
vSphere Client の GUI を確
認すると、インスタントリカバ
リで設定した仮想マシンが
起動していることが確認でき
ます。（元の仮想マシンは落
としておきます）
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インスタントリカバリ
Backup Exec の GUIに戻り、
ジョブが終了していることを
確認します。

ジョブの行をダブルクリック
して、ジョブログを表示しま
す。
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インスタントリカバリ
ログの内容を確認し、「閉じ
る」ボタンをクリックします。
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インスタントリカバリ

リストアした仮想マシンが起動した
タイミングで、Backup Execサー
バーのデスクトップ下にあるリモー
トデスクトップのアイコンを開き、

client02vm

に接続します。
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インスタントリカバリ
ログイン時に、シャット
ダウンされていない、旨
のメッセージが表示され
ます。

適宜入力して「OK」をク
リックしてください。

バックアップ時点では、
シャットダウンされてい
ないための表示です。問
題ありません。

リモートデスクトップの画面
を閉じてセッションを切断し
ておきます。
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インスタントリカバリ
Backup Exec の GUI の
「バックアップとリストア」タブ
に戻ります。

「client02vm」の行を選択し
ます。

※) 対象の仮想マシンのア
イコンに、インスタントリカバ
リ中を示すマークがついて
いることが確認できます。
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インスタントリカバリ
「インスタントリカバリ」から
「リカバリ済みのVMの削除」
を選択します。

ここでは、「デフォルト設定を
使って今すぐ削除」を選択し
ます。
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インスタントリカバリ
削除対象のリカバ済VMを選
択する画面が表示されます。

先ほどリカバリしたVMを選
択して、「OK」をクリックしま
す。
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インスタントリカバリ
リカバリ済VMの削除の確認
メッセージが表示されます。

「はい」で応答します。

※) Storage ｖMotion での移
行が行われていない場合は、
すべての変更情報は削除さ
れます。
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インスタントリカバリ
Backup Exec の GUI の
「ジョブモニター」タブに移動
し、削除のジョブが開始され
たことを確認します。
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インスタントリカバリ
vSphere Client の GUI に戻
ると、インスタントリカバリの
VM が削除されたことが確
認できます。
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インスタントリカバリ
Backup Exec の GUI の
「ジョブモニター」タブ
に移動し、削除のジョブ
が成功したことを確認し
ます。

該当の行をダブルクリッ
クし、ログを確認します。
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インスタントリカバリ
ログを確認したら、「閉じる」
ボタンをクリックして、リカバ
リ済のVMの削除作業は終
了です。
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重複排除ストレージの作成
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重複排除ストレージの作成

ベリタステクノロジーズ合同会社203

ここでは重複排除したデータを保存する重複排除ストレージを作成します。内
蔵ディスク（Fドライブ）に重複排除ストレージを作成します。

Backup Execサーバ
（besvr01)

重複排除ストレージ
• 内蔵ディスク（Fドライブ）

作成



設定ウィザードの起動
Backup Exec の GUI を
起動します。

「ストレージ」のタブに
移動します。

「ストレージを設定」を
クリックします。
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ストレージの種類の選択
「ストレージを設定」
ウィザードが表示されま
す。

「ディスクベースのスト
レージ」を選択します。

「次へ」をクリックしま
す。
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ディスクベースのストレージの種類の選択
設定するディスクベース
のストレージの種類を指
定する画面が表示されま
す。

「重複排除用ディスクス
トレージ」を選択します。

「次へ」をクリックしま
す。
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ディスクストレージの名称設定
重複排除ディスクスト
レージデバイスに使用す
る名前と説明を指定する
画面が表示されます。

ハンズオンではデフォル
トのままで「次へ」をク
リックし、先に進みます。

CASO環境上に複数作成す
る際は、先頭に英数字を
設定し、ASCII順に意図
した順番に表示できるよ
うにするとわかりやすい
です。

※)必要メモリ量の説明も
表示されています。

・Backup Exec の重複排除用ストレージは、Backup Execサーバ1台上に１つだけ作成可能。
・CASO環境では、環境内の各Backup Execサーバ上の重複排除用ストレージを共有可能。
・CASO環境の場合、各サーバ毎に識別しやすい名称を設定することが好ましい。

例) 01-MBES01-DedupStorage 、 02-MBES02-DedupStorage
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作成場所の設定
重複排除ディスクスト
レージデバイスの場所を
指定する画面が表示され
ます。

バックアップ先のボ
リュームを選択します。

「次へ」をクリックしま
す。

今回のハンズオンでは、
「F:ドライブ」を選択し
ます。

注意事項として表示され
ているように、アンチウ
イルスソフトのスキャン
対象から除外します。

・サポートされる作成先ストレージ
DASのみ(SATA、SAS、SAN、10GbEのiSCSI)

・サポートされない作成先ストレージ
NAS、USB接続ストレージ
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アカウントの設定 その１
重複排除ストレージでは、
専用のログオンアカウン
トを利用します。

システムログオンアカウ
ント(サービスアカウン
ト)以外のアカウントが必
要です。

OSのアカウントとは関係
ない、Backup Exec独自
の内部アカウントです。

「追加/編集」をクリック
して、作成/設定します。
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アカウントの設定 その２
ログオンアカウントの選
択画面が表示されます。

「追加」をクリックしま
す。
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アカウントの設定 その３
アカウントを追加します。

今回のハンズオン環境で
は、左図のように登録し
ます。

ユーザー名:dedup

パスワード:Password#

「OK」をクリックします。

このアカウントはOSとは
関係ない、Backup Exec
独自のアカウントとなり
ます。
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アカウントの設定 その４
アカウントが追加され、
選択されていることを確
認します。

今回のハンズオン環境で
は、左図のように登録し
た「dedup」が選択され
ています。

「OK」をクリックします。
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アカウントの設定 その５
元のウィザードの画面で
も、追加したアカウント
が選択されていることを
確認します。

今回のハンズオン環境で
は、左図のように登録し
た「dedup」が選択され
ています。

「次へ」をクリックしま
す。
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暗号化の設定
重複排除ディスクスト
レージデバイスに対する
暗号化の設定をする画面
が表示されます。

今回のハンズオンでは、
デフォルト値のままです。

「次へ」で進めます。

なお、重複排除ストレー
ジでの暗号化は、このあ
と、ストレージのプロパ
ティ画面でも設定変更可
能です。

※)暗号化済データは重複排除効率が大
幅に低下するため、重複排除後に暗号
化する必要があります、そのため重複
排除ストレージ側での設定となります。
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同時並行処理数の設定
重複排除ディスクスト
レージデバイスに対する
同時並行処理数を指定す
る画面が表示されます。

同時に実行可能なジョブ
数を設定します。

「次へ」をクリックして
進めます。

今回のハンズオンでは、
ディフォルト値のままで、
進めます。

同時並行処理数は、以下の点に注意して決定します。
大きすぎる値は、パフォーマンスの低下につながります。
・ストレージデバイス側のディスクI/O能力、CPU能力
・バックアップ対象サーバ側のデータ送信能力

(ディスクI/O、CPU負荷、ネットワーク)

ベリタステクノロジーズ合同会社215



設定概要の確認
重複排除ストレージ設定
の概略が表示されます。

内容を確認します。

「完了」をクリックしま
す。
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注意事項の表示 その１
ウイルススキャンに関す
る注意事項が表示されま
す。

内容を確認の上、「は
い」をクリックします。
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デバイス作成後のメッセージ
デバイスのプロパティに
関する注意事項が表示さ
れます。

内容を確認の上、「OK」
をクリックします。
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サービスの再起動要求
サービス再起動の要求が
表示されます。

内容を確認の上、「は
い」をクリックして再起
動します。

重複排除ストレージは、
特殊なデバイスとなるた
め、認識のために
Backup Exec のサービ
スの再起動が必要となり
ます。
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サービスの再起動
サービス再起動が実行され
ます。

そのまま、待ちます。
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作成されたデバイスの確認
ストレージタブに「重複
排除ディスクストレージ
0001」が作成されている
ことを確認します。

表示されている該当スト
レージの名前をダブルク
リックします。
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重複排除ストレージのプロパティ その１
作成された重複排除ディ
スクストレージの詳細情
報は、詳細画面内の「プ
ロパティ」で確認できま
す。

「すべてのストレージ」
をクリックして、元の画
面に戻ります。
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重複排除ディスクストレージの実体
重複排除ディスクストレージ
を作成したディスクを、エク
スプローラーで表示します。

ハンズオンでは、F:ドライブ
を確認します。

重複排除ストレージの場合、
複数のフォルダから構成さ
れています。

弊社サポートからの指示が
無い限り、これらのフォルダ
内のファイルは直接操作し
ないでください。

※)公開されている技術情報
(Technoteなど)による操作は除く
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ありがとうございました!
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